
・生活環境の設定（施設内性虐待予防や感情調整の場）
・薬物治療
・トラウマ処理
・個人の性的安全プログラム
・対人距離のボディーワーク
・集団への性的安全プログラム

【ケアキットプログラム】

● 虐待を受けた子が回復するための治療とは・・
子ども虐待を治療する心療科【32病棟と外来】

心理治療教育～あいち小児保健医療総合センター視察より～
※2018年愛知県心身障がい者コロニー病院に移管



●ケアキッドプログラム（The Challenge Abuse through 
Respect Education Kit Program; The C.A.R,E,kit）

１９８１年カナダで行われていた性虐待予防プログラム
性的安全な文化を創造していく目的で、あいち小児センター保育
士により集団性的安全教育【心と体の安全教育】として導入

心理治療教育～あいち小児保健医療総合センター視察より～
※2018年愛知県心身障がい者コロニー病院に移管



１年安全・安心（プライベートエリア）

ケアキッド
プログラム
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プライベートゾーン
じゃないけどキツネさ
んいやそうだよ！

やさしくだったら〇！
乱暴だったら×！

たしなんver

１年安全・安心（プライベートエリア）



１年安全・安心（プライベートエリア）

ケアキッド
プログラム



１年安全・安心（プライベートエリア）
たしなんver



１年安全・安心（プライベートエリア）

ケアキッド
プログラム



１年安全・安心（プライベートエリア）



１年安全・安心（プライベートエリア）

２年命のルーツ

３年子どもの権利

４年LSW

５年性別と感情

５年情報モラル

６年心の傷と家庭７年脳と心と体

８年リアルデートDV ８年SNS誹謗中傷

９年社会の中の親と子 ９年エコマップを描く

４年発達凸凹



LSWとNET ～空白の自分史を創っていく～

LSW(ライフストーリーワーク)
子どもの知らない情報の伝達

NET(ナラティブエクスポージャーセラピー)
・トラウマ性記憶の整理
 ・子どもが言葉にできていなかった体験を共有
 ・曝露(もう一度さらされる…けれども受け入れていく)



LSW(ライフストーリーワーク)

２年命のルーツ

・親が反対しても子どもの「知る権利」優先

・過去の情報を正しく伝えることで客観的な視点を獲得

・人生の全体像をつかみ、ゆがんだ認知の修正へ

・美化した親像・親子の希望の未来像からの解放

・自分自身の「傷」について理解し、自責感からの解放へ

・過去を過去のものとし、未来へ進むことができる

３年子どもの権利
４年LSW



発達段階に応じた視点

発達段階 中核となるメッセー
ジ

LSWの内容

幼児期～
前思春期
まで

自分や家族について
の肯定的な側面を強
化する

・命の誕生について知る
⇒自分にも生みの親がいることを知る

・生物学上の親と養育者がいることを知る
・人生に生じた出来事への理解
⇒８歳になる頃までには、生育歴の難しい事実についても共
有しておく

前思春期 人生における出来事
を一般化して捉える
（自分だけではな
い）

・人生には様々な出来事が起きることを知る
⇒抽象概念の発達により、より複雑な状況も相対的に理解
できるようになる

・親の状況にも思いを馳せる
・「法的責任をもつ親」の役割の理解

思春期・
青年期

親を一人の人間とし
て理解し、自分を構
築する

・親の肯定的な面と否定的な面の両方を内面化し、統合する
・複数の真実や込み入った事情を理解する
・親と自分の人生は異なることを理解し、適切な距離（物
理的・心理的）を模索する

42大阪府女性相談センター 南 まどか氏（大阪ライフストーリー研究会）より引用

２年生

４年生

６年生

中学生



２年みんなむかしは赤ちゃんだった



２年みんなむかしは赤ちゃんだった



３年子どもの権利



３年子どもの権利



３年子どもの権利



４年１０さいのハローワーク

「今」に
向き合う



４年１０さいのハローワーク



「過去の自分」

４年１０さいのハローワーク



１０歳あたりから増えるしんどさを抱えた子どもたちの日常のつぶやき

「安心」と「きっかけ」がなければ、開示はない。
「安心」→集団の力 「きっかけ」→授業の力



４年発達凸凹



ぼく
スペックです

マルッチ
だよ～

あたし…
アタっていうの

おれは
トラだ！！



４年発達凸凹



事件内容

２０１４年５月３０日、神奈川県厚木市のアパートの一室で、白骨化した子どもの遺体がゴミに埋もれた部屋の布
団の上で発見された。斎藤理玖君。５歳で亡くなったとみられ、生きていれば中１。翌３１日、保護責任者遺棄致死
の疑いで逮捕。
健一は、発覚するまで７年以上、ずっと月額約６万円家賃を払い続けていた。総額、５００万円以上。
当時、トラック運転手だった。一人息子の理玖君が３歳の時に妻が家を出て行ってからは、自分や妻の実家にも
勤務先の会社にも、一人で子育てしているとは伝えなかった。ガス、電気、水道が止まった部屋で、雨戸を締め切り、
６畳間の外と繋がる掃き出し口と、出入り口のふすまをガムテープで止め、理玖君が外に出て行かないように閉じ
込めていた。求刑懲役１９年。

各紙報道

【朝日新聞】自力で立ち上がれず、パンの袋も開けられなくなっていた。「パパ」消え入りそうな声
を出すことがやっとで、怖くなって逃げだす父親に追いすがることもできなかった。

【毎日新聞】母親が出て行った後、交際相手ができ、一人取り残された。
【読売新聞】父親は、玄関を施錠して週１・２回しか帰宅せず…

※理玖君の死亡後に、勤務先から家族手当をだまし取ったとする詐欺罪で追起訴、さらに殺意の
立証は可能と判断し、殺人罪で追起訴。

４年発達凸凹



背景(４つのハンディキャップ）

１．知的なハンディキャップ：ＩＱ６９…１つの事をコツコツと積み重ねていくのは得
意な一方、抽象的な思考や見通しをもつことが苦手で、時系列で物事を考えられ
ない。でも、ルーティンワークは得意。無遅刻無欠勤の勤務、会社では高評価。
●抽象的に考えられない ●情報をためられない
●時系列で思い出せない  ●誘導を受けやすい

●彼にすれば子育てしているつもりだった。妻が出て行った後「これからは二人で生きていこうね」
●問題が起きたら、解決に向けて何かしていくのではなく、与えられた環境をただ受け入れていく。
●妻が出て行ったことで、自分が子どもの頃に置いて行かれた…ことが重なり「見捨てられた」と。
→普段は感情を表に出さないがこの件については激高。
●「自分の罪は息子を放置して弔わなかったこと。だが自分こそがケアを行った者だ。」

２．精神疾患のある母親に育てられる
親が否定される→自己肯定感の低下（被虐待児童と同じ） 「親」モデルがない

３．シングルファザーであった ４．夫婦とも、実家との関係がよくなかった

心理鑑定(西澤氏による７回の接見)

４年発達凸凹



小４：みんなの凸凹

４年発達凸凹



４年発達凸凹
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５年性別と感情

５年情報モラル

６年心の傷と家庭７年脳と心と体

８年リアルデートDV ８年SNS誹謗中傷

９年社会の中の親と子 ９年エコマップを描く

４年発達凸凹



５年性別と感情 ８年リアルデートDV



５年性別と感情 ８年リアルデートDV



５年愛？それとも支配？ パートナーシップの視点から



５年愛？それとも支配？ パートナーシップの視点から



８年リアルデートDV 支配と依存のメカニズム



８年リアルデートDV 支配と依存のメカニズム



５年性別と感情 ８年リアルデートDV
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４年発達凸凹



６年心の傷と家庭



「子育て」とは？６年心の傷と家庭



６年家庭について考えよう 結婚・子育て・生活・心の傷



心の中の 信号機

震災や火災などを体験した

お家の人から繰り返し暴言・暴力を受けている

事故で重傷を負った

暴力的な犯罪の被害を受けた

食事など、家で必要なお世話を受けられなかった

試合でミスをした

宿題をしたのに忘れてきた

テストで悪い点をとった

友だちに無視された

運動会のリレーでこけて笑われた

夜、父と母がけんかをしていた

時間を守らなくておしりをパチン

クラスのみんなにいじめられた

父と母がお別れした

好きな人に振られた

６年心の傷と家庭



７年脳と心と体
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５年情報モラル ８年SNS誹謗中傷
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３年子どもの権利

４年LSW

５年性別と感情

５年情報モラル
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９年 社会の中の「親」と「子」



親(容疑者)から受ける印象と、心理鑑定の結果との違いを捉え、なぜそこに至っ

たのかという点に、課題意識をもつようにする。

９年社会の中の親と子



９年社会の中の親と子



９年社会の中の親と子

〇かんぺきな母になりたかった
〇この子をきちんと育てなければ自分が…
〇泣き声で自分が攻められているような気持になる
〇相手の立場に立って考えるのが苦手
〇こうしたらこうなる…と、子どもの行動を予測するこ
とが苦手
〇理想的な家庭をつくることを人生の目標にしてき
たが子どもが思うようにいかなかった
〇「愛される」ということが分からない
〇子育ての方法を学ぶ場がなかった
〇相談する人がいなくて、いつも孤独だった



９年社会の中の親と子



９年エコマップを描く
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